
CO
PY

-1-

・この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

ビックスロットルボディキット　取扱説明書

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。

◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎当製品を加工等された場合や取り付けられた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎取り付けの際には、工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュア
　ルは基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店
　へご依頼されることをお勧め致します。
◎ボルト、ナットは再使用しますが、摩耗、損傷が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。

◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
◎このパーツはクローズド競技用として開発した製品ですので、一般公道では使用しないで下さい。一般公道で使用する場合は、必ず道路運送車両
　法の保安基準を充たし、遵法運転を心掛けて下さい。
　（道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象
　となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

ＦＩ―ＣＯＮ　ＰＬＵＳは必ず取り付けて下さい。エンジンが始動出来ません。
Ｒステージ装着車用ＦＩ―ＣＯＮ　ＰＬＵＳ（０３―０５―００１７）を使用されている方でビックスロットルを使用する場合、ビックスロッ
トル対応の新プログラムへバージョンアップする必要がありますのでコントローラー本体を弊社まで送って頂く必要があります。

 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい　（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必
　 ず新品部品と交換して下さい。
 ・エンジンの回転中は、スロットルボディ吸気菅内を不用意に覗き込まないで下さい。（火炎が噴射することがあり、大変危険です。）

注意 この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が周りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発
　 等の危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。

　警告 この表示を無視した取り扱いをすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

商品番号

適応車種

フレーム番号

：０３－０５－００９７
：モンキー（ＦＩ）

　Ｒステージボアアップキット及び、

　Ｒステージボアストロークアップキット取り付け車
：ＡＢ２７―１９００００１～

Oct./04/’14   rev.Feb./10/’16



CO
PY

-2- Oct./04/’14

番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数
１ インテークマニホールド １ １７１１２―ＧＢＪ―Ｔ０２ １
２ スロットルボディ（Ｏリング付属） １ ００―０３―０３２１ １
３ Ｏリング　３０ｍｍ １ ００―００―０４１７ ３
４ ソケットキャップスクリュー　６×１８ ２ ００―００―０５７７ ４
５ チューブ １ Ｔ―５Ｘ９―０１２５ １
６ ホースクランプ ２ ００―００―０２１６ ４
７ ホースコネクター １ ００―００―０２２０ １
８ インシュレーターバンド １ ００―０３―０３２２ １
９ インシュレーター １ １７１１３―ＧＢＪ―Ｔ００ １

１０ エアフィルター　４２ｍｍ １ ０３―０１―１０６ １

～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

∴リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。
　予めご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

入

●スロットルボディの取り外し

☆サービスマニュアルを参照し、スロットル
　ボディを取り外します。

○サイドカバーを外し、メインスイッチを
　ＯＦＦにし、フュ―エルポンプユニット２Ｐ
　カプラの接続を外します。

２Ｐカプラ

○クイックコネクターを保持し、リテーナーの
　タブを押しリテーナーのフックをコネクターの
　穴から外し、クイックコネクターを引き抜き取
　り外します。
※取り外しは手で行い、工具等は使用しないで下
　さい。
※フュ―エルホース内のガソリンを適当な受け皿
　で受けて下さい。

クイックコネクター

ジョイントラバー

タブ

フック
コネクター

○クイックコネクターのジョイント部に損傷や
　ゴミの混入を防ぐ為、コネクターをビニール等
　で被う様にします。

ビニール

○エアクリーナーケースを取り外します。

クランクケース
ブリ―ザーホース

エアクリーナーケース

○４Ｐ、５Ｐカプラの接続を取り外します。

５Ｐカプラ

４Ｐカプラ

○メインスイッチをＯＮにし、キックで５回以
　上クランキングし、フュ―エルホース内の燃
　圧を抜きます。
○メインスイッチをＯＦＦにします。
○フュ―エルホースを取り外す際に、異物が　

　ホース内部に入らない様コネクター周りを
　エアブローし、コネクターの周りをウエス等
　でカバーします。

１
２

３ ７４ ６

９

１０

５

８

注意：ホース、クイックコネクター、インジェ
　　　クタージョイントを損傷させない事。
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○スロットルドラムカバーを外し、スロットル

　ケーブルを取り外します。

カバースクリュー

ドラム

ケーブルホルダー

ケーブル

ロックナット

○インテークパイプの２本のボルトを外し、ス
　ロットルボディを取り外します。　

ボルト

インテークパイプ

インシュレータープレート Ｏリング

○ノーマルスロットルボディよりセンサユニッ
　ト、アイドルエアコントロールバルブセット、
　ワイヤーステーを取り外します。
※センサユニットの取り外しにはＴ型トルクス
　レンチＴ２５、アイドルエアコントロールバ
　ルブセットの取り外しには、いじり止めトル
　クスレンチＴ２０が必要になります。

ケーブルホルダー

Ｏリング

センサ

ユニット

セットプレート

ＩＡＣバルブ

●スロットルボディの組み立て

○マニホールドにＯリング３０ｍｍを取り付け、　

　シリンダーヘッドの取り付け規定トルクで締め
　付けます。

○インシュレーターのTHROT BODY 文字側を

　スロットルボディに合わせて回り止めの突起
　とインシュレーターバンドの穴を合わせて取
　り付けます。
　インシュレーターバンドの向きは写真を参考
　にして下さい。

ケーブルホルダー

○アイドルエアコントロールバルブをキット付属
　のビッグスロットルボディに組み付けます。
○プレートをＩＡＣバルブに取り付け、下図のよ
　うにプレートの溝を合わせます。

○取り外したセンサユニット、ケーブルホル　
　ダーをキット付属のビッグスロットルボディ
　に組み付けます。
※スロットル開度センサのクリップとスロット
　ルバルブの突起を合わせながら、センサユ　
　ニットをスロットルボディに取り付けて下さ
　い。

○スクリューを取り付け、規定トルクで締め付け

　ます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ２５：３．４Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　（０．３５ｋｇｆ・ｍ）

スライドバルブ

プレート合わせる

○スライドバルブの溝をスロットルボディのピン
　に合わせ、ＩＡＣバルブを取り付けます。

合わせる

○スクリューを取り付け、規定トルクで締め付け
　ます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ２０：２．１Ｎ・ｍ
　　　　　　　　　（０．２ｋｇｆ・ｍ）

●スロットルボディの取り付け

○マニホールドに取り付け、インシュレーター
　バンドのスクリューを仮締めします。

○スロットルケーブルを取り付けスロットルグ
　リップ部で５ｍｍ程度の遊びが出来るように
　スロットルケーブルのアジャストナットを調
　整します。
　ハンドルを左右いっぱいに切った状態でス　
　ロットルケーブルに若干の遊びがある様、取
　り回しを調整します。

注意：センサユニットのＯリングを正しく
　　　取り付けなければ、アイドリング
　　　不調の原因となります。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

○ノーマルスロットルケーブルの場合、全長に
　余裕が無いのでケーブルガイドを通さない様
　に取り回しを変更します。

ケーブルガイド

ケーブルガイド

Oct./04/’14
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○スロットルケーブルカバーを取り付けます。
　スロットルケーブルカバーを取り付ける場合

　は一部加工が必要になりますので画像を確認
　して下さい。

●インジェクターの取り付け

○インジェクター上部のＯリングとシールリング
　に薄くオイルを塗布します。
○マニホールドにインジェクター、純正インジェ
　クタージョイントを取り付け、純正ボルトで締
　め付けます。

●フュ―エルコネクターの接続

○新品のリテーナーのフックをジョイント部の穴
　に合わせ取り付けます。
※フューエルホースがフレーム、その他パーツに

　干渉しない様に注意します。

○インジェクタージョイント部にコネクターが
　「カチッ｣と音が出るまでコネクターを差し込み
　ます。

○リテーナーのフックがコネクターの穴に入っ

　ている事を確認します。

リテーナー

コネクター

合わせる

コネクター

ジョイントラバー

ジョイント部

コネクター

フック

☆ブローバイガスを還元する為、エンジンオイ

　ル等でフィルターが目詰まりしやすく、又、ス
　ロットルボディ内にスラッジが詰まりやすく
　なる為、オイルキャッチタンクの使用を推奨
　します。

○最初に取り外したフュ―エルポンプユニット
　２Ｐカプラを元通り接続します。

○ノーマルのホースとキット付属のチューブを
　適宜切断し、キット付属のコネクターで繋い

　でエアフィルターに接続して下さい。

○エアフィルターを取り付け、バンドを締め付

　けて固定します。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp

約
５

ｍ
ｍ

ロック
ナット

アジャストナット

約５ｍｍ

※スロットルを数回スナップさせ引っかかりや
　スロットルバルブの全開状態を確認します。
　ステアリングを左右いっぱいに切った状態で

　もスロットルに遊びがあることを確認して下
　さい。
○スロットルワイヤーがフレームに干渉しない
　角度に合わせインシュレーターバンドを締め
　付けます。

○調整後はアジャストナットを固定し、ロック

　ナットを締め付けます。
※スロットルを変更する場合は、使用するス　
　ロットルの指示に従って調整して下さい。

注意：規定トルクを守る事。
トルク：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

警告：必ず純正ボルトを使用する事。
　　　不適切なボルトの使用は、純正イン　
　　　ジェクタージョイント脱落の原因と

　　　なり、重大な事故につながる恐れが
　　　あります。


